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「
感
染
症
の
歴
史
学
」
再
考
：

編
著
『
人
口
と
健
康
の
世
界
史
』
を
振
り
返
っ
て

脇村
孝平
（大

阪経
済法

科大
学）

2
0
2
0
/1

2
/1
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1

はじ
めに


本

書
（
秋

田
茂

・
脇

村
孝

平
編

『
人

口
と

健
康

の
世

界
史

』
ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

書
房

、
2
0
2
0

年
）
は

、
コ

ロ
ナ

危
機

の
渦

中
に

出
版

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

に
な

っ
た

。


言

う
ま

で
も

な
く
、

本
書

を
企

画
す

る
段

階
で

は
、

秋
田

さ
ん

と
私

は
、

こ
の

よ
う

な
事

態
を

全
く
想

定
し

て
い

な
か

っ
た

。


私

た
ち

が
直

面
し

て
い

る
＜

感
染

症
と

い
う

経
験

＞
を

踏
ま

え
つ

つ
、

前
半

で
序

章
「

人
口

と
健

康
の

世
界

史
」
（
秋

田
先

生
と

の
共

著
）
、

そ
し

て
後

半
で

は
第

1
4
章

「
『
帝

国
医

療
』
か

ら
『
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ヘ

ル
ス

』
へ

－
マ

ラ
リ

ア
対

策
を

中
心

と
し

て
」

（
私

の

単
著

）
に

書
い

た
こ

と
を

、
今

考
え

る
こ

と
を

お
話

し
し

た
い

。


「
感

染
症

の
歴

史
学

」
と

い
う

言
葉

を
タ

イ
ト

ル
に

使
っ

て
い

る
が

、
本

書
で

も
寄

稿
し

て
い

る
飯

島
渉

さ
ん

が
使

っ
て

い
る

言
葉

を
借

用
し

て
い

る
の

に
過

ぎ
ず

、
私

自
身

は
こ

の
言

葉
を

こ
れ

ま
で

全
く
使

用
し

て
こ

な
か

っ
た

。


し

か
し

な
が

ら
、

自
ら

の
研

究
の

履
歴

を
顧

み
て

み
る

と
、

「
感

染
症

の
歴

史
学

」
と

い
う

こ
と

に
「
関

わ
っ

て
き

た
な

」
と

い
う

思
い

も
あ

り
、

今
日

は
こ

の
言

葉
を

軸
に

し
て

お
話

し
す

る
。

2
0
2
0
/1

2
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はじ
めに

2
0
2
0
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2
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ち

な
み

に
、

私
自

身
は

、
「
健

康
の

経
済

史
」
と

い
う

言
葉

を
か

つ
て

使
っ

て
い

た
。

そ

の
場

合
、

「
健

康
」
が

意
味

す
る

も
の

は
、

本
書

と
同

様
、

ほ
ぼ

感
染

症
に

関
わ

る
「

人
間

の
健

康
」
に

限
定

し
て

い
た

。
ま

た
、

「
経

済
史

」
と

言
っ

て
い

た
の

は
、

こ
れ

ま

で
主

た
る

対
象

と
し

て
き

た
財

や
貨

幣
の

多
寡

の
問

題
の

み
な

ら
ず

、
「
人

間
の

幸

福
（
w

el
l-
b
ei

n
g）

」
の

基
幹

を
な

す
「
人

間
の

健
康

」
の

問
題

を
、

経
済

史
の

中
心

的

主
題

と
し

て
考

え
よ

う
と

い
う

意
図

か
ら

で
あ

っ
た

。


脇

村
孝

平
「
健

康
の

経
済

史
と

は
何

か
－

英
領

イ
ン

ド
の

飢
饉

・
疫

病
と

植
民

地
的

開
発

（

1
8
7
1
～

1
9
2
0
年

）
」
『
経

済
史

研
究

』
7
号

、
2
0
0
3
年

3
月

。


コ

ロ
ナ

危
機

が
起

こ
る

前
は

、
約

七
年

近
く
、

「
熱

帯
と

世
界

経
済

の
形

成
」
と

い
う

テ

ー
マ

で
、

1
9
世

紀
か

ら
2
0
世

紀
前

半
に

か
け

て
の

世
界

経
済

の
形

成
・
展

開
過

程
を

、
主

に
ア

ジ
ア

の
熱

帯
地

域
（
南

ア
ジ

ア
お

よ
び

東
南

ア
ジ

ア
）
に

焦
点

を
合

わ
せ

て

、
熱

帯
の

自
然

環
境

と
経

済
発

展
の

関
係

を
問

う
形

で
行

っ
て

き
て

い
た

の
で

、
「
感

染
症

の
歴

史
学

」
か

ら
事

実
上

離
れ

て
い

た
こ

と
は

確
か

で
あ

る
。


し

か
し

な
が

ら
、

コ
ロ

ナ
危

機
を

契
機

と
し

て
、

本
日

の
機

会
も

含
め

て
、

「
感

染
症

の

歴
史

学
」
を

再
考

す
る

こ
と

を
余

儀
な

く
さ

れ
て

い
る

。

3

本書
の序
章「

人口
と健

康の
世界

史」
につ

いて

2
0
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本

書
の

序
章

は
共

著
で

あ
る

の
で

、
こ

こ
で

は
あ

く
ま

で
も

私
な

り
の

解
釈

を
中

心
に

し
て

、
そ

こ
で

意
図

し
た

こ
と

（
編

集
方

針
も

含
む

）
を

お
話

し
す

る
。


正

直
な

と
こ

ろ
、

当
初

、
本

書
の

編
集

方
針

に
お

い
て

、
必

ず
し

も
「
人

口
転

換
」
論

や
「
疫

学

的
転

換
」
論

が
明

確
に

意
識

さ
れ

て
い

た
訳

で
は

な
い

。
原

稿
が

最
終

的
に

集
ま

っ
た

段
階

で

、
そ

れ
な

り
に

筋
を

通
す

必
要

性
か

ら
考

え
出

し
た

後
付

け
の

シ
ナ

リ
オ

に
他

な
ら

な
い

。
当

初
の

人
選

や
章

別
編

成
は

、
む

し
ろ

私
た

ち
の

人
脈

に
依

存
し

て
い

た
と

い
う

の
が

実
態

だ
っ

た
。


し

か
し

な
が

ら
、

集
ま

っ
た

原
稿

を
塊

（
か

た
ま

り
）
と

し
て

眺
め

て
い

る
う

ち
に

、
「
人

口
」
に

関

す
る

パ
ー

ト
で

は
、

い
わ

ゆ
る

「
人

口
転

換
」
論

の
枠

組
み

か
ら

外
れ

る
よ

う
な

、
現

段
階

に
お

け
る

研
究

者
の

問
題

関
心

が
見

え
て

き
た

よ
う

な
気

が
し

て
、

「
『
人

口
転

換
』
論

を
超

え
て

」
と

い
う

少
々

大
げ

さ
な

シ
ナ

リ
オ

を
捻

り
だ

し
た

と
い

う
の

が
実

態
だ

っ
た

。


第

２
章

「
近

代
に

向
か

う
人

口
と

環
境

－
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

、
と

く
に

ド
イ

ツ
を

中
心

に
」
（
村

山
聡

）


第

３
章

「
近

世
日

本
の

人
口

戦
略

」
（
友

部
謙

一
）

以
上

は
、

近
世

史
か

ら
の

見
直

し


第

５
章

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

と
リ

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
か

ら
み

る
中

国
の

人
口

史
－

家
父

長
制

家
族

か
ら

一
人

っ

子
政

策
へ

」


第

６
章

「
現

代
ア

ジ
ア

の
少

子
高

齢
化

」

以
上

は
、

近
現

代
史

か
ら

の
見

直
し

4
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本書
の序

章「
人口

と健
康の
世界

史」
につ

いて

（
出

所
）
『
平

成
1
6
年

版
少

子
化

社
会

白
書

』
内

閣
府

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9

「
人

口
転

換
」
論

の
図

式

5

本書
の序
章「

人口
と健

康の
世界

史」
につ

いて

2
0
2
0
/1

2
/1

9


本

書
の

第
Ⅱ

部
「
健

康
の

世
界

史
－

『
疫

学
的

転
換

』
論

を
超

え
て

」
の

編
集

に
関

し
て

は
、

専
ら

疾

病
史

に
関

わ
る

分
野

だ
っ

た
の

で
、

私
た

ち
と

し
て

は
、

比
較

的
に

人
選

が
楽

だ
っ

た
が

、
不

明
な

こ

と
に

現
在

の
コ

ロ
ナ

禍
の

よ
う

な
感

染
症

に
よ

る
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
は

ほ
ぼ

想
定

外
で

あ
っ

た
た

め
、

パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
の

こ
と

を
取

り
上

げ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
は

、
非

常
に

悔
い

が
残

る
。


た

だ
し

、
第
Ⅱ

部
の

半
分

が
、

い
わ

ば
「
帝

国
医

療
」
や

「
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ヘ

ル
ス

」
に

関
す

る
論

稿
な

の
は

、
秋

田
さ

ん
や

私
の

問
題

関
心

が
反

映
し

た
か

ら
に

他
な

ら
な

い
。

こ
れ

を
も

っ
て

「
疫

学
的

転

換
論

を
超

え
て

」
と

称
す

る
の

は
、

牽
強

付
会

か
も

し
れ

な
い

が
、

「
事

後
的

」
に

あ
え

て
正

当
化

を

試
み

る
な

ら
ば

、
以

下
の

よ
う

に
な

る
。

現
在

私
た

ち
が

直
面

し
て

い
る

「
感

染
症

の
経

験
」
は

、
2
0

世
紀

の
後

半
に

は
、

医
学

や
公

衆
衛

生
の

発
展

に
よ

っ
て

、
い

わ
ゆ

る
「
グ

ロ
ー

バ
ル

・
サ

ウ
ス

」
の

問
題

と
し

て
、

完
全

に
「
他

者
化

」
さ

れ
て

し
ま

っ
て

い
た

の
で

は
な

い
か

。
そ

の
意

味
で

、
現

在
の

状

況
は

、
他

者
化

さ
れ

て
い

た
問

題
を

、
改

め
て

自
ら

の
問

題
と

し
て

考
え

る
こ

と
を

強
い

て
い

る
と

も

い
え

、
改

め
て

感
染

症
の

問
題

は
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

共
有

課
題

で
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。


第

1
1
章

「
眠

り
病

と
熱

帯
ア

フ
リ

カ
－

近
代

医
学

の
描

く
『
文

明
』
」
と

『
自

然
』
」
（
磯

部
裕

幸
）


第

1
2
章

「
コ

レ
ラ

と
公

衆
衛

生
－

帝
国

植
民

地
の

比
較

史
」
（
千

葉
芳

広
）


第

1
3
章

「
フ

ィ
ラ

リ
ア

の
制

圧
と

二
〇

世
紀

日
本

の
熱

帯
医

学
－

風
土

病
の

制
圧

か
ら

国
際

保
健

へ
」
（
飯

島
渉

）


第

1
4
章

「
『
帝

国
医

療
』
か

ら
『
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ヘ

ル
ス

』
へ

－
マ

ラ
リ

ア
対

策
を

中
心

と
し

て
」

（
脇

村
孝

平
）

6

本書
の序

章「
人口

と健
康の
世界

史」
につ

いて

（
出

所
）
小

塩
篤

史
（
事

業
構

想
大

学
院

大
学

）
「
デ

ー
タ

か
ら

見
る

高
齢

社
会

に
お

け

る
健

康
の

課
題

」

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.s
lid

es
h
ar

e
.n

et
/k

o
ss

y5
4
/s

s-
4
9
1
5
1
4
9
2

2
0
2
0
/1

2
/1

9

「
疫

学
転

換
」
論

の
図

式

7

本書
の序
章「

人口
と健

康の
世界

史」
につ

いて


本
書

の
編

集
お

よ
び

序
章

の
執

筆
に

関
し

て
、

付
言

し
て

お
き

た
い

の
は

、
以

下
の

点
で

あ
る

。
私

た
ち

は
、

歴
史

人
口

学
の

門
外

漢
で

あ
る

が
ゆ

え
に

、
編

集
と

解
説

に
お

い
て

、
特

に
人

口
を

扱
っ

て
い

る
部

分
で

は
、

専
門

家
か

ら
見

る
な

ら
ば

素
人

臭
が

漂
う

も
の

に
な

っ
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

こ
と

は
十

分
に

自
覚

し
て

い
る

。


し

か
し

な
が

ら
、

あ
え

て
言

え
ば

、
人

選
と

章
別

編
成

に
お

い
て

、
多

様
性

（
逆

に
言

え
ば

、
拡

散
）
と

い
う

特
徴

も
出

て
い

る
の

か
も

し
れ

な
い

と
考

え
て

い
る

。


ま

た
、

第
Ⅱ

部
「
健

康
の

世
界

史
－

『
疫

学
的

転
換

』
論

を
超

え
て

」
の

編
集

で
は

、
「

健
康

」
と

称
し

て
感

染
症

の
問

題
に

偏
る

と
い

う
傾

向
が

あ
っ

た
が

、
逆

に
感

染
症

の

克
服

（
も

し
く
は

共
生

）
が

人
類

に
と

っ
て

、
避

け
ら

れ
な

い
課

題
で

あ
る

こ
と

を
思

い

知
っ

た
今

だ
か

ら
こ

そ
、

一
定

の
意

味
が

あ
っ

た
と

思
う

。


加

え
て

、
「
グ

ロ
ー

バ
ル

サ
ウ

ス
」
の

感
染

症
問

題
を

大
き

く
取

り
上

げ
い

て
い

た
こ

と

は
、

既
に

述
べ

た
よ

う
に

、
ほ

と
ん

ど
「
他

者
化

」
し

て
い

た
感

染
症

の
問

題
に

ハ
イ

ラ

イ
ト

し
て

い
た

と
い

う
点

で
、

一
定

の
先

見
性

が
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
お

も
考

え

て
い

る
。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
8
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第1
4
章「

『帝
国医
療』
から
『グ
ロー
バル
・ヘ

ルス
』へ

」に
つい

て


続
い

て
、

本
書

の
第

1
4章

「
『
帝

国
医

療
』
か

ら
『
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ヘ

ル
ス

』
へ

－
マ

ラ
リ

ア

対
策

を
中

心
と

し
て

」
（
私

の
執

筆
）
部

分
の

要
約

を
試

み
た

も
の

で
あ

る
。


あ

ら
か

じ
め

述
べ

て
お

く
と

、
本

章
の

焦
点

は
、

「
獲

得
免

疫
」
問

題
に

あ
る

。
コ

ロ
ナ

危

機
の

渦
中

に
お

い
て

、
人

類
と

感
染

症
の

共
存

と
い

う
問

題
を

改
め

て
考

え
ざ

る
を

得

な
く
な

っ
た

。


人

類
も

ま
た

地
球

上
の

一
つ

の
生

命
（
l
i
f
e
）
に

過
ぎ

ず
、

種
々

の
生

命
と

の
共

存
な

し

で
は

存
在

を
許

さ
れ

な
い

、
と

い
う

事
実

を
私

た
ち

は
思

い
知

ら
さ

れ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

。
ウ

イ
ル

ス
が

生
命

で
あ

る
の

か
否

か
は

措
く
と

し
て

も
、

多
く
の

感
染

症
の

病
原

体
が

生
命

で
あ

る
こ

と
は

疑
い

な
く
、

し
た

が
っ

て
私

た
ち

は
、

人
類

と
「
自

然
」
と

の
関

係
、

こ
の

場
合

、
感

染
症

を
も

た
ら

す
生

命
体

と
の

関
係

を
改

め
て

強
く
意

識
せ

ざ
る

を

得
な

い
の

で
あ

る
。


な

お
、

既
に

述
べ

た
よ

う
に

、
こ

こ
数

年
「
熱

帯
と

世
界

経
済

の
形

成
」
と

い
う

テ
ー

マ
で

研
究

を
行

っ
て

き
た

が
、

本
章

の
意

図
は

、
そ

の
よ

う
な

問
題

関
心

と
深

く
関

連
し

て
い

た
。


な

お
、

以
下

で
は

、
「
ア

フ
リ

カ
」
お

よ
び

「
サ

ブ
サ

ハ
ラ

・
ア

フ
リ

カ
」
と

い
う

用
語

は
、

ほ
ぼ

同
じ

意
味

で
使

っ
て

い
る

こ
と

を
お

断
り

し
て

お
き

た
い

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
9

アフ
リカ

とマ
ラリ

ア


2
0
1
7
年

で
、

世
界

の
マ

ラ
リ

ア
罹

患
者

（
約

2
億

1
90

0
万

人
）

の
う

ち
、

9
2
％

が
ア

フ
リ

カ
か

ら
、

ま
た

世
界

の
マ

ラ
リ

ア
に

よ
る

死
者

（
4
3
.5

万
人

）
の

う
ち

、
9
0
％

が
同

じ
く
ア

フ
リ

カ
か

ら
発

生
し

て
い

る
と

見
ら

れ
て

い
る

。
な

お
、

マ
ラ

リ
ア

に
よ

る

死
者

の
う

ち
、

6
1
%

は
５

歳
以

下
の

子
供

か
ら

発
生

し
て

い

る
。


ア

フ
リ

カ
と

マ
ラ

リ
ア

の
特

徴
的

な
関

係
を

示
す

も
の

と
し

て
、

以
下

の
二

つ
の

遺
伝

子
変

異
（
ge

ne
ti
c 

m
u
ta

ti
o
n
）
の

例
が

挙
げ

ら
れ

る
。

•
ダ

フ
ィ

ー
陰

性
（
d
u
ff
y 

n
eg

at
iv

it
y）

•
鎌

状
赤

血
球

症
（
si

ck
le

-c
el

l 
d
is

ea
se

）

2
0
2
0
/1

2
/1

9
1
0

アフ
リカ

とマ
ラリ
ア


ダ

フ
ィ

ー
陰

性


サ

ブ
サ

ハ
ラ

・
ア

フ
リ

カ
の

住
民

の
大

半
は

、
ダ

フ
ィ

ー
陰

性
で

あ
る

。


ダ

フ
ィ

ー
陰

性
と

は
、

二
つ

の
ダ

フ
ィ

ー
抗

原
の

何
れ

も
存

在
し

な
い

血
液

型
を

指
す

が
、

サ
ブ

サ
ハ

ラ
・
ア

フ
リ

カ
以

外
の

地
域

で
は

見

ら
れ

な
い

血
液

型
で

あ
る

。


こ

の
血

液
型

の
人

は
三

日
熱

マ
ラ

リ
ア

（
Pl

as
m

od
iu

m
 v

iv
ax

）
に

は

罹
ら

な
い

と
さ

れ
て

い
る

。


ダ

フ
ィ

ー
陰

性
の

よ
う

な
遺

伝
子

変
異

が
ア

フ
リ

カ
で

の
み

見
ら

れ

る
こ

と
か

ら
考

え
て

も
、

三
日

熱
マ

ラ
リ

ア
が

か
つ

て
こ

の
大

陸
で

跋

扈
し

た
こ

と
は

推
測

さ
れ

う
る

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
1
1

アフ
リカ

とマ
ラリ

ア


鎌
状

赤
血

球
症

（
Si

ck
le

-c
el

l 
d
is

ea
se

）


こ

の
遺

伝
子

変
異

は
、

熱
帯

熱
マ

ラ
リ

ア
（
Pl

as
m

od
iu

m
 f

al
ci

pa
ru

m
）

に
対

応
し

て
起

こ
っ

た
も

の
で

あ
る

。


こ

の
鎌

状
赤

血
球

症
を

有
す

る
人

は
、

サ
ブ

サ
ハ

ラ
・
ア

フ
リ

カ
の

住
民

の
2
5
～

3
0
％

を
占

め
る

が
、

「
異

型
接

合
（
h
et

er
o
zy

go
u
s）

」

（
片

親
が

鎌
状

赤
血

球
症

）
の

場
合

は
、

熱
帯

熱
マ

ラ
リ

ア
に

よ
る

死
の

確
率

は
十

分
の

一
に

低
下

す
る

。


他

方
で

、
「
同

型
接

合
（
h
o
m

o
zy

go
u
s）

」
（
両

親
と

も
に

鎌
状

赤
血

球
症

）
の

場
合

は
、

遺
伝

性
の

貧
血

が
ひ

ど
く
、

成
人

に
な

る
前

に

死
亡

す
る

可
能

性
が

高
い

。


鎌

状
赤

血
球

症
は

、
熱

帯
熱

マ
ラ

リ
ア

に
対

す
る

生
物

学
的

適
応

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
だ

け
で

は
な

く
、

コ
ス

ト
も

小

さ
く
な

い
。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
1
2

51



アフ
リカ

とマ
ラリ
ア


2
0
1
7
年

の
時

点
に

お
い

て
、

世
界

の
マ

ラ
リ

ア
罹

患
者

の
大

半
が

、
ア

フ
リ

カ
か

ら
で

あ
る

こ
と

は
既

に
指

摘
し

た
通

り
で

あ
る

。


マ

ラ
リ

ア
の

う
ち

、
三

日
熱

マ
ラ

リ
ア

の
み

存
在

し
た

地
域

（
ほ

ぼ
温

帯

に
該

当
す

る
）
で

は
、

マ
ラ

リ
ア

の
「
根

絶
（
er

ad
ic

at
io

n
）
」
を

実
現

し
た

。

続
い

て
、

三
日

熱
マ

ラ
リ

ア
と

熱
帯

熱
マ

ラ
リ

ア
が

併
存

す
る

混
合

地

域
（
南

ア
ジ

ア
と

東
南

ア
ジ

ア
な

ど
）
で

は
、

「
根

絶
」
と

ま
で

は
い

か
な

い
が

、
大

き
く
抑

制
す

る
こ

と
に

成
功

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

熱
帯

熱

マ
ラ

リ
ア

の
み

存
在

す
る

サ
ブ

サ
ハ

ラ
・
ア

フ
リ

カ
で

は
、

依
然

と
し

て

マ
ラ

リ
ア

罹
患

者
の

数
は

大
き

い
。


マ

ラ
リ

ア
罹

患
率

（
人

口
1
,0

0
0
人

当
た

り
の

患
者

数
）
で

比
較

す
る

と
、

2
0
1
7
年

の
東

南
ア

ジ
ア

の
マ

ラ
リ

ア
罹

患
率

は
７

人
で

あ
る

の
に

対
し

て
、

ア
フ

リ
カ

は
2
1
9
人

で
あ

る
。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
1
3

人種
衛生


2
0
世

紀
初

頭
の

時
点

で
は

、
そ

の
対

策
は

「
媒

介
蚊

対
策

」
あ

る
い

は
「
原

虫

対
策

」
の

何
れ

に
し

て
も

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

人
が

居
住

す
る

都
市

に
限

定
し

つ
つ

「
隔

離
」
を

中
心

と
し

た
「
人

種
衛

生
」
の

手
法

が
中

心
と

な
っ

た
。

例
え

ば
、

英
領

東
ア

フ
リ

カ
（
現

ケ
ニ

ア
）
の

例
で

は
、

ナ
イ

ロ
ビ

、
モ

ン
バ

サ
、

キ
ス

ム

な
ど

の
都

市
に

お
い

て
、

人
種

間
の

隔
離

を
施

す
政

策
が

採
ら

れ
て

い
た

。


「
獲

得
免

疫
」
の

認
識


そ

の
後

、
ア

フ
リ

カ
の

マ
ラ

リ
ア

に
関

し
て

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

人
の

認
識

に
お

い
て

新

た
な

要
素

が
加

わ
っ

た
。

マ
ラ

リ
ア

に
対

す
る

後
天

的
な

免
疫

の
存

在
が

認
識

さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
し

か
も

、
そ

の
免

疫
の

あ
り

様
に

お
い

て
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
人

と
、

ア
フ

リ
カ

の
現

地
住

民
と

の
間

に
差

異
が

あ
る

こ
と

が
徐

々
に

明
ら

か
に

な
っ

た
。

マ
ラ

リ
ア

に
た

び
た

び
感

染
す

る
中

で
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
系

の
人

間
は

必
ず

し
も

獲

得
免

疫
を

得
て

マ
ラ

リ
ア

の
重

篤
症

状
を

免
れ

る
と

い
う

こ
と

に
は

な
ら

な
か

っ
た

が
、

ア
フ

リ
カ

の
現

地
住

民
の

場
合

に
は

、
獲

得
免

疫
を

得
て

、
重

篤
症

状
を

免

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。
こ

う
し

た
認

識
は

、
「
人

種
衛

生
」
の

意
識

を
強

化
す

る
こ

と

に
も

帰
結

し
た

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
1
4

人種
衛生

2
0
2
0
/1

2
/1

9
1
5

人種
衛生


獲

得
免

疫
に

つ
い

て
の

認
識

が
、

次
の

よ
う

な
マ

ラ
リ

ア
対

策
の

代
替

案
に

も
つ

な
が

っ
た

。


国

際
連

盟
保

健
機

関
・
マ

ラ
リ

ア
委

員
会

で
は

、
ア

フ
リ

カ
に

お
け

る
マ

ラ
リ

ア
対

策
に

お
い

て
、

獲
得

免
疫

を
考

慮
し

た
治

療
が

必

要
で

あ
る

と
い

う
考

え
が

現
れ

た
。

す
な

わ
ち

、
マ

ラ
リ

ア
の

治
療

に
お

い
て

、
キ

ニ
ー

ネ
の

投
与

に
よ

っ
て

症
状

を
完

全
に

抑
え

込

む
の

で
は

な
く
、

症
状

を
緩

和
す

る
程

度
の

「
軽

度
の

治
療

（
n
o
n
ra

d
ic

al
 t

re
at

m
en

t）
」
に

よ
っ

て
対

処
す

べ
き

で
あ

る
と

指

摘
さ

れ
た

の
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

指
摘

が
必

ず
し

も
実

践
に

移

さ
れ

は
し

な
か

っ
た

が
、

獲
得

免
疫

に
関

す
る

認
識

が
現

地
住

民
へ

の
対

応
を

差
別

化
す

る
認

識
に

帰
結

し
た

。 2
0
2
0
/1

2
/1

9
1
6
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人種
衛生


「
植

民
地

開
発

法
（
C

o
lo

n
ia

l 
D

ev
el

o
p
m

en
t 
A

ct
）
」
（
1
9
2
9
年

）
、

「
植

民
地

開
発

・
福

祉
法

（
C

o
lo

n
ia

l 
D

ev
el

o
p
m

en
t 

an
d
 W

el
fa

re
 A

ct
）
」

（
1
9
4
0
年

）

•
イ

ギ
リ

ス
が

自
ら

の
植

民
地

に
お

い
て

「
開

発
（
d
ev

el
o
p
m

en
t）

」
と

い
う

目
標

を
掲

げ

ざ
る

を
え

な
く
な

っ
た

事
情

を
反

映
し

て
い

る
。

す
な

わ
ち

、
19

3
0
年

代
の

世
界

的
な

不

況
に

よ
っ

て
、

イ
ギ

リ
ス

は
自

国
経

済
の

安
定

の
た

め
に

は
、

ア
フ

リ
カ

の
英

領
植

民

地
に

お
け

る
一

次
産

品
の

生
産

と
輸

出
に

依
存

す
る

傾
向

を
強

め
た

の
で

あ
る

。
ま

た
、

こ
の

よ
う

な
傾

向
は

、
そ

し
て

第
二

次
世

界
大

戦
の

勃
発

と
と

も
に

、
単

に
経

済
的

な
意

味
で

英
領

植
民

地
の

「
開

発
」
を

目
指

す
だ

け
で

は
な

く
、

労
働

需
要

と
い

う
動

機

か
ら

も
、

社
会

的
な

意
味

で
の

「
開

発
」
、

す
な

わ
ち

教
育

や
公

衆
衛

生
へ

の
投

資
を

示
唆

し
て

い
た

。

•
英

領
東

ア
フ

リ
カ

（
ケ

ニ
ア

）
に

お
い

て
マ

ラ
リ

ア
対

策
に

変
化

が
あ

っ
た

。
「
隔

離
」
を

基
調

と
す

る
マ

ラ
リ

ア
対

策
か

ら
、

一
部

に
、

一
般

の
現

地
住

民
も

包
摂

す
る

よ
う

な

（
in

cl
u
si

ve
）
マ

ラ
リ

ア
対

策
へ

と
変

化
し

た
の

で
あ

る
。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
1
7

「マ
ラリ

ア根
絶計

画」
とは


「
マ

ラ
リ

ア
根

絶
計

画
（
M

a
l
a
r
i
a
 
E
r
a
d
i
c
a
t
i
o
n
 
P

r
o
g
r
a
m

m
e
,
 

M
E
P

 
）
（
1
9
5
5
-
1
9
6
9
）


第

二
世

界
大

戦
後

の
1
9
4
8
年

、
世

界
保

健
機

関
（
W

o
rl

d
 H

ea
lt

h
 

O
rg

an
iz

at
io

n
, W

H
O

）
が

創
設

さ
れ

た
。


1
9
5
6
年

の
W

H
O

第
八

次
総

会
に

お
い

て
、

「
マ

ラ
リ

ア
根

絶
計

画

（
M

E
P
）
」
の

世
界

的
な

規
模

で
の

推
進

が
決

議
さ

れ
た

。


そ

の
方

法
は

、
大

戦
中

に
実

用
化

が
可

能
と

な
っ

た
D

D
T

の
使

用
に

も
っ

ぱ
ら

頼
る

媒
介

蚊
対

策
を

主
眼

と
す

る
も

の
で

あ
っ

た
。

い
わ

ゆ
る

「
屋

内
残

留
性

噴
霧

（
in

d
o
o
r 

re
si

d
u
al

 s
p
ra

yi
n
g,
 I
R

S）
」
と

い
う

方
法

を

主
軸

と
し

た
マ

ラ
リ

ア
対

策
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
1
8

「マ
ラリ

ア根
絶計
画」
とは


IR

Sに
よ

る
マ

ラ
リ

ア
対

策
は

、
広

く
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

（
南

欧
お

よ
び

東

欧
）
、

ア
ジ

ア
、

ラ
テ

ン
ア

メ
リ

カ
の

各
地

で
、

目
覚

ま
し

い
効

果
を

あ
げ

た
。

と
言

う
よ

り
も

、
M

E
P
が

開
始

さ
れ

る
以

前
に

既
に

、
イ

ン
ド

、
セ

イ

ロ
ン

、
ヴ

ェ
ネ

ズ
エ

ラ
と

い
っ

た
国

々
で

は
IR

Sに
頼

る
マ

ラ
リ

ア
対

策
は

始
ま

っ
て

い
た

の
で

あ
る

。


一

例
を

挙
げ

れ
ば

、
イ

ン
ド

で
は

独
立

前
の

1
9
4
6
年

よ
り

実
施

さ
れ

、

M
E
P
は

そ
れ

を
追

認
す

る
も

の
に

他
な

ら
な

か
っ

た
。

こ
う

し
た

方
法

に

よ
っ

て
マ

ラ
リ

ア
の

被
害

は
大

幅
に

抑
制

さ
れ

た
。

す
な

わ
ち

、
1
9
5
0
年

代
初

頭
に

イ
ン

ド
で

マ
ラ

リ
ア

患
者

は
約

7
,5

0
0
万

人
い

た
と

推
定

さ
れ

る
が

、
1
9
6
0
年

代
初

頭
に

は
約

1
0
万

人
程

度
に

ま
で

激
減

す
る

に

至
っ

た
。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
1
9

「マ
ラリ

ア根
絶計

画」
とは


「
根

絶
（
er

ad
ic

at
io

n
）
」
に

成
功

し
た

地
域

は
、

三
つ

の
グ

ル
ー

プ
に

限
定

さ
れ

る
。


第

一
は

、
欧

米
な

ど
に

位
置

す
る

経
済

発
展

に
成

功
し

た
諸

国
で

あ
る

。

イ
タ

リ
ア

、
オ

ラ
ン

ダ
、

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
、

ス
ペ

イ
ン

、
ポ

ル
ト

ガ
ル

な
ど

で
あ

る
。


第

二
は

、
熱

帯
地

域
に

位
置

す
る

が
、

島
嶼

国
の

た
め

、
感

染
源

を
相

対
的

に
容

易
に

断
つ

こ
と

の
で

き
た

諸
国

で
あ

る
。

グ
レ

ナ
ダ

、
ト

リ
ニ

ダ
ー

ド
・
ト

バ
ゴ

、
プ

エ
ル

ト
リ

コ
な

ど
の

カ
リ

ブ
海

諸
国

が
こ

れ
に

該
当

す
る

。
さ

ら
に

、


第

三
の

グ
ル

ー
プ

は
東

欧
の

社
会

主
義

国
で

あ
る

。
ブ

ル
ガ

リ
ア

、

ポ
ー

ラ
ン

ド
、

ル
ー

マ
ニ

ア
な

ど
の

諸
国

が
こ

れ
に

該
当

す
る

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
2
0
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「マ
ラリ

ア根
絶計
画」
とは


熱

帯
地

域
の

多
く
に

お
い

て
は

、
手

放
し

で
「
根

絶
」
と

い
う

状
況

に
は

な
ら

な
か

っ
た

が
、

イ
ン

ド
や

ス
リ

ラ
ン

カ
で

は
、

IR
Sに

よ
る

マ
ラ

リ
ア

対
策

に
よ

っ
て

、
マ

ラ
リ

ア
患

者
数

の
激

減
と

い
う

顕
著

な
成

果
を

あ
げ

た
。


た

だ
し

、
ア

ジ
ア

の
熱

帯
諸

国
で

達
成

し
た

実
績

も
、

1
9
6
0
年

代

以
降

、
一

定
の

後
退

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

。
D

D
T
に

対
す

る
耐

性

を
獲

得
し

た
ア

ノ
フ

ェ
レ

ス
の

出
現

に
よ

っ
て

、
こ

う
し

た
媒

介
蚊

対
策

が
大

き
く
減

殺
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

D
D

T
の

乱
用

が
与

え
る

環
境

へ
の

悪
影

響
も

取
り

ざ
た

さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
て

、
か

か
る

マ
ラ

リ
ア

対
策

そ
の

も
の

へ
の

疑
義

も
生

じ
た

。
何

れ
に

し
て

も
、

1
9
7
0
年

代
以

降
、

マ
ラ

リ
ア

の
「
再

来

（
re

su
rg

en
ce

）
」
と

い
う

事
態

も
生

じ
た

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
2
1

「マ
ラリ

ア根
絶計

画」
とア

フリ
カ


1
9
5
0
年

英
領

ウ
ガ

ン
ダ

保
護

領
の

カ
ン

パ
ラ

（
K

am
p
al

a）
で

開
催

さ
れ

た

「
第

一
回

ア
フ

リ
カ

・
マ

ラ
リ

ア
会

議
（
‘T

h
e 

M
al

ar
ia

 C
o
n
fe

re
n
ce

 in
 

E
q
u
at

o
ri

al
 A

fr
ic

a’
）
」


議

論
の

焦
点

と
な

っ
た

の
は

、
IR

Sを
軸

と
し

た
マ

ラ
リ

ア
対

策
を

ア
フ

リ
カ

に
お

い
て

実

施
す

る
か

否
か

を
め

ぐ
る

問
題

で
あ

っ
た

。
最

も
重

要
な

対
立

点
だ

と
思

わ
れ

る
の

は
、

「
獲

得
免

疫
」
を

め
ぐ

る
考

え
方

の
違

い
で

あ
っ

た
。


サ

ブ
サ

ハ
ラ

・
ア

フ
リ

カ
に

お
い

て
、

か
な

り
の

広
が

り
で

熱
帯

熱
マ

ラ
リ

ア
の

「
極

度
に

浸
淫

性
の

高
い

地
域

（
h
o
lo

en
d
em

ic
 a

re
a）

」
が

見
ら

れ
た

。
そ

の
地

域
の

住
民

が
ほ

ぼ
全

員
、

感
染

す
る

状
態

を
指

す
。

こ
う

し
た

地
域

で
は

、
主

要
な

媒
介

蚊
で

あ
る

A
no

ph
el

es
 g

am
bi

ae
は

、
非

常
に

感
染

に
お

け
る

媒
介

の
効

率
が

高
い

た
め

、
そ

の
地

域
で

生
活

す
る

住
民

は
感

染
を

受
け

る
頻

度
が

著
し

く
高

い
。

こ
の

よ
う

な
状

況
下

で
、

幼
児

期
に

感
染

す
る

と
か

な
り

高
い

割
合

で
重

篤
な

症
状

を
示

し
死

亡
す

る
可

能
性

は
高

い
け

れ
ど

も
、

一
旦

こ
の

時
期

を
通

過
し

て
生

き
残

る
と

、
成

人
に

な
っ

て
マ

ラ
リ

ア
の

感
染

を
受

け
て

も
ほ

と
ん

ど
マ

ラ
リ

ア
の

症
状

を
示

さ
な

く
な

る
。

こ
の

状
態

を
「
獲

得
免

疫
」
と

呼
ぶ

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
2
2

「マ
ラリ

ア根
絶計
画」
とア

フリ
カ


こ

の
第

一
回

ア
フ

リ
カ

・
マ

ラ
リ

ア
会

議
で

は
、

一
群

の
人

々
は

、
こ

の
よ

う
な

獲
得

免
疫

が
広

く
見

ら
れ

る
地

域
に

お
い

て
、

IR
Sに

よ
る

マ
ラ

リ
ア

対
策

が
中

途
半

端
に

終
わ

る
な

ら
ば

、
と

て
も

悲
惨

な
こ

と
に

な
る

と
懸

念
し

た
。


こ

の
方

法
に

よ
っ

て
マ

ラ
リ

ア
の

感
染

を
免

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

現
地

の
住

民

は
、

そ
の

後
こ

の
獲

得
免

疫
を

喪
失

す
る

に
至

る
が

、
仮

に
そ

の
後

、
媒

介
蚊

対
策

が
不

徹
底

に
終

わ
っ

て
獲

得
免

疫
を

失
っ

た
住

民
が

再
び

マ
ラ

リ
ア

に

感
染

し
た

場
合

、
死

を
導

く
可

能
性

が
極

め
て

高
い

こ
と

を
懸

念
し

た
の

で
あ

る
。


他

方
で

、
こ

う
し

た
見

解
に

対
し

て
、

真
っ

向
か

ら
反

対
す

る
人

々
が

存
在

し

た
。

彼
ら

が
憂

慮
し

た
の

は
、

マ
ラ

リ
ア

に
感

染
し

て
亡

く
な

る
可

能
性

の
高

い

幼
児

た
ち

の
運

命
で

あ
っ

た
。

IR
Sに

よ
る

介
入

を
避

け
る

な
ら

ば
、

こ
の

地
域

で
は

こ
れ

ま
で

と
同

じ
よ

う
に

多
く
の

幼
児

た
ち

が
マ

ラ
リ

ア
に

感
染

し
て

亡
く

な
っ

て
い

く
こ

と
に

な
る

。
こ

の
よ

う
な

事
態

を
放

置
し

て
良

い
の

か
と

い
う

の

が
、

非
介

入
に

反
対

す
る

彼
ら

の
論

拠
で

あ
っ

た
。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
2
3

「マ
ラリ

ア根
絶計

画」
とア

フリ
カ


「
第

一
の

学
派

は
、

高
い

強
度

の
感

染
に

よ
っ

て
生

ま
れ

、
結

果
的

に
再

感
染

に

よ
る

影
響

に
対

す
る

耐
性

を
も

た
ら

す
よ

う
な

状
態

を
、

高
侵

淫
性

と
み

な
す

。
こ

の
耐

性
は

、
原

虫
に

対
し

て
急

速
か

つ
効

果
的

に
対

応
す

る
能

力
を

と
も

な
っ

て

い
る

と
す

る
。

確
か

に
、

か
か

る
感

染
の

強
度

で
は

、
幼

児
は

重
篤

な
マ

ラ
リ

ア
の

罹
患

を
受

け
、

治
療

が
な

さ
れ

な
い

と
一

定
の

割
合

で
死

亡
す

る
。

だ
が

、
生

ま

れ
て

二
年

目
の

後
半

に
は

、
通

常
は

危
険

か
ら

脱
し

、
以

降
は

原
虫

率
が

増
加

す
る

こ
と

は
な

い
と

す
る

の
で

あ
る

」
（
W

H
O

 1
9
5
1
, 3

9
）
。


他

方
、

も
う

一
つ

の
学

派
は

、
「
抵

抗
力

を
得

る
前

に
、

諸
個

人
は

マ
ラ

リ
ア

に
罹

患
し

、
そ

の
う

ち
一

定
割

合
で

死
亡

す
る

。
抵

抗
力

の
獲

得
は

、
低

年
齢

の
と

き

に
感

染
す

る
頻

度
に

比
例

し
て

お
り

、
住

民
全

体
の

健
康

な
状

態
を

意
味

す
る

わ

け
で

は
な

い
。

住
民

へ
降

り
か

か
る

明
白

な
損

失
は

歴
然

と
し

て
い

る
」
。

す
な

わ

ち
、

「
こ

の
学

派
は

、
共

生
を

意
味

す
る

よ
う

な
状

態
は

健
全

で
は

な
い

と
考

え
る

と
同

時
に

、
高

浸
淫

性
の

状
態

は
非

常
に

高
い

率
の

罹
患

率
と

死
亡

率
を

も
た

ら

す
と

し
て

い
る

。
そ

の
他

に
も

損
失

と
し

て
、

感
染

の
受

け
や

す
い

住
民

に
と

っ
て

の
、

移
動

の
制

限
、

教
育

へ
の

悪
影

響
、

生
活

水
準

向
上

へ
の

障
害

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
る

」
（
W

H
O

 1
9
5
1
, 4

0
）
と

指
摘

す
る

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
2
4
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「マ
ラリ

ア根
絶計
画」
とア

フリ
カ


1
9
5
5
年

英
領

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

の
ラ

ゴ
ス

で
開

催
さ

れ
た

「
第

二
回

ア
フ

リ
カ

・
マ

ラ
リ

ア
会

議
（
T

h
e 

Se
co

n
d
 A

fr
ic

an
 M

al
ar

ia
 C

o
n
fe

re
n
ce

）
」


「
獲

得
免

疫
」
問

題
を

め
ぐ

っ
て

、
ほ

ぼ
同

様
の

議
論

の
対

立
が

あ
っ

た
。


し

か
し

な
が

ら
、

こ
の

第
二

回
会

議
で

結
論

的
に

述
べ

ら
れ

て
い

る
の

は
、

次
の

よ
う

な
見

解
で

あ
る

。
「
ア

フ
リ

カ
に

お
け

る
物

質
的

、
経

済
的

か
つ

行
政

的
な

諸

困
難

、
そ

し
て

地
域

で
共

通
に

見
ら

れ
る

高
い

浸
淫

性
と

持
続

的
な

感
染

期
間

の

問
題

と
合

わ
せ

て
考

え
る

と
、

サ
ハ

ラ
以

南
の

ア
フ

リ
カ

を
、

W
H

O
第

八
次

総
会

で
宣

言
さ

れ
た

マ
ラ

リ
ア

根
絶

の
一

般
的

な
提

案
の

対
象

か
ら

外
す

こ
と

を
考

え

ざ
る

を
え

な
い

」
（
W

H
O

 1
9
5
6
, 4

8
）
。


な

お
、

こ
の

報
告

書
で

、
「
極

度
に

浸
淫

性
の

高
い

地
域

」
に

お
け

る
IR

Sの
実

施

可
能

性
に

関
し

て
、

試
験

的
な

調
査

（
p
ilo

t 
st

u
d
y）

に
よ

っ
て

研
究

を
行

う
必

要
性

が
主

張
さ

れ
た

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

結
果

、
試

験
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

サ
ブ

サ
ハ

ラ
・
ア

フ
リ

カ
各

地
（
ウ

ガ
ン

ダ
南

西
部

、
カ

メ
ル

ー
ン

北
部

、
セ

ネ
ガ

ル
、

リ
ベ

リ
ア

、

ヴ
ォ

ル
タ

川
上

流
、

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

な
ど

）
で

、
試

験
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

行
わ

れ

た
。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
2
5

なぜ
「マ
ラリ

ア根
絶計

画（
M
E
P
）」

はア
フリ
カ

で実
施さ

れな
かっ

たの
か？


英

領
東

ア
フ

リ
カ

（
ケ

ニ
ア

）
の

場
合

に
は

、
M

E
P
で

構
想

さ
れ

た
よ

う
な

IR
Sを

中
心

と
し

た
大

規
模

な
マ

ラ
リ

ア
対

策
の

手
法

は
避

け
ら

れ
た

。

植
民

地
政

府
の

側
は

、
次

の
よ

う
に

指
摘

し
て

い
た

。
「
残

留
性

の
殺

虫
剤

は
、

如
何

に
効

果
的

で
あ

ろ
う

と
も

、
余

り
に

高
価

で
あ

り
、

ま
た

ケ
ニ

ア
の

農
村

で
全

面
的

に
使

用
す

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど

不
可

能
で

あ

る
。

も
し

災
難

を
避

け
る

と
す

る
な

ら
ば

、
残

留
性

殺
虫

剤
の

使
用

が

継
続

的
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

」
（
O

m
b
o
n
gi

 &
 R

u
tt

en
 2

0
1
0
, 1

2
2
）

。


要

す
る

に
、

第
一

に
、

農
村

で
こ

の
手

法
を

実
施

す
れ

ば
、

余
り

に
も

費
用

が
か

か
り

す
ぎ

る
こ

と
、

そ
し

て
第

二
に

、
IR

Sに
よ

る
マ

ラ
リ

ア
対

策
が

徹
底

し
て

行
わ

れ
な

い
な

ら
ば

、
現

地
住

民
の

獲
得

免
疫

を
低

下
さ

せ
る

た
め

、
重

篤
な

マ
ラ

リ
ア

の
再

来
を

避
け

ら
れ

な
い

と
し

た
の

で
あ

る
。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
2
6

なぜ
「マ
ラリ
ア根

絶計
画（

M
E
P
）」

はア
フリ
カ

で実
施さ

れな
かっ

たの
か？


理

由


1
9
5
5
年

の
時

点
で

サ
ブ

サ
ハ

ラ
・
ア

フ
リ

カ
の

諸
地

域
は

、
ほ

ぼ
大

半
が

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸

国
の

植
民

地
で

あ
っ

た
こ

と
も

、
M

E
P
が

ア
フ

リ
カ

で
実

施
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
に

一
定

程
度

は
効

い
て

い
た

か
も

し
れ

な
い

。


労

働
移

動
の

問
題

。
「
極

度
に

浸
淫

性
の

高
い

地
域

（
h
o

lo
en

d
em

ic
 a

re
a）

」

か
ら

「
浸

淫
性

の
低

い
（
ep

id
em

ic
 a

re
a）

」
へ

の
移

動
に

お
い

て
、

獲
得

免
疫

の
点

で
の

問
題

が
生

じ
る

。
彼

ら
は

、
本

来
有

し
て

い
た

獲
得

免
疫

を
喪

失
す

る
た

め
に

、
元

の
生

活
し

て
い

た
地

域
に

帰
還

し
た

と
き

に
、

重
篤

な
マ

ラ
リ

ア

の
症

状
を

引
き

起
こ

し
、

死
を

招
く
こ

と
に

す
ら

な
る

。


ま

た
、

IR
Sの

実
施

が
マ

ラ
リ

ア
の

疫
病

的
発

現
に

つ
な

が
っ

た
事

例
も

現
れ

た
。

既
述

の
試

験
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
た

地
域

（
カ

メ
ル

ー
ン

、
リ

ベ
リ

ア
な

ど
）
に

お
い

て
、

一
旦

は
住

民
の

マ
ラ

リ
ア

の
症

状
が

無
く
な

っ
た

が
、

後

に
マ

ラ
リ

ア
が

疫
病

的
に

発
現

す
る

と
い

う
現

象
が

起
こ

っ
た

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
2
7

なぜ
「マ
ラリ

ア根
絶計

画（
M
E
P
）」

はア
フリ
カ

で実
施さ

れな
かっ

たの
か？


こ

の
よ

う
に

、
サ

ブ
サ

ハ
ラ

・
ア

フ
リ

カ
に

お
け

る
IR

Sを
軸

と
す

る
マ

ラ
リ

ア
対

策
の

実
践

は
、

こ
の

地
域

特
有

の
現

実
的

な
条

件
に

よ
っ

て
阻

ま

れ
た

と
言

え
る

。
こ

こ
で

言
う

現
実

的
な

条
件

と
は

、
媒

介
生

物

（
A
no

p
he

le
s 

ga
m

bi
ae

）
の

生
態

に
規

定
さ

れ
た

、
「
獲

得
免

疫
」
と

い
う

現
地

住
民

の
生

理
学

的
状

態
を

指
す

だ
け

で
は

な
い

。
そ

れ
の

み
な

ら
ず

、
現

地
住

民
の

マ
ラ

リ
ア

に
対

す
る

認
識

そ
れ

自
身

、
マ

ラ
リ

ア
を

深
刻

な
疾

病
と

見
な

さ
な

い
と

い
う

認
識

の
あ

り
様

も
含

ん
で

い
る

。


さ

ら
に

、
ア

フ
リ

カ
の

マ
ラ

リ
ア

に
関

す
る

研
究

に
携

わ
っ

て
き

た
マ

ラ
リ

ア
専

門
家

の
多

く
が

、
「
獲

得
免

疫
」
問

題
を

重
視

し
て

、
IR

Sを
軸

と
す

る
マ

ラ
リ

ア
対

策
に

対
し

て
極

め
て

悲
観

的
で

あ
っ

た
と

い
う

事
情

が

大
き

か
っ

た
。

そ
も

そ
も

1
9
5
0
年

代
の

時
点

で
、

ア
フ

リ
カ

各
地

の
植

民

地
政

府
に

雇
用

さ
れ

て
い

た
マ

ラ
リ

ア
専

門
家

た
ち

は
、

言
う

ま
で

も
な

く
概

ね
統

治
者

の
利

害
に

沿
っ

て
活

動
し

て
い

た
の

で
、

現
地

住
民

の

健
康

を
ど

こ
ま

で
顧

慮
し

て
い

た
の

か
疑

わ
し

い
と

い
う

見
方

も
可

能

で
あ

ろ
う

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
2
8
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なぜ
「マ
ラリ
ア根

絶計
画（

M
E
P
）」

はア
フリ
カ

で実
施さ

れな
かっ

たの
か？


し

か
し

な
が

ら
、

1
9
3
0
年

代
か

ら
1
9
4
0
年

代
に

か
け

て
、

ア
フ

リ
カ

の
英

領
植

民
地

に
お

い
て

、
一

次
産

品
の

輸
出

を
目

的
と

し
た

「
開

発
」
と

い
う

ス
ロ

ー
ガ

ン
が

登

場
し

た
。

そ
の

中
で

、
現

地
住

民
に

対
す

る
医

療
や

公
衆

衛
生

を
顧

慮
す

る
方

向

性
も

生
じ

た
こ

と
は

既
に

述
べ

た
通

り
で

あ
る

。
こ

の
時

期
に

、
植

民
地

統
治

者
の

側
に

、
ア

フ
リ

カ
に

お
け

る
「
貧

困
の

発
見

」
と

い
う

認
識

上
の

転
換

が
あ

っ
た

と
い

う
指

摘
も

あ
る

（
五

十
嵐

2
0
1
6
）
。


し

た
が

っ
て

、
マ

ラ
リ

ア
専

門
家

た
ち

が
、

前
時

代
的

な
「
人

種
衛

生
」
の

論
理

で
、

「
獲

得
免

疫
」
問

題
を

認
識

し
て

い
た

と
は

必
ず

し
も

言
え

な
い

だ
ろ

う
。

む
し

ろ
、

現
地

の
事

情
に

通
じ

て
い

る
が

ゆ
え

に
、

「
現

地
の

知
（
lo

ca
l k

n
o
w

le
d
ge

）
」
に

基

づ
く
マ

ラ
リ

ア
対

策
を

考
え

て
い

た
と

も
言

え
る

。


1
9
3
0
年

代
以

降
、

マ
ラ

リ
ア

は
現

地
住

民
も

視
野

に
入

れ
た

医
療

・
衛

生
の

問
題

と
し

て
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

、
「
獲

得
免

疫
」
問

題
は

、
単

な
る

「
人

種
衛

生
」
と

し

て
の

認
識

で
は

な
く
、

「
現

地
の

知
」
へ

と
意

味
の

転
換

が
起

こ
っ

た
の

で
は

な
い

か
と

論
じ

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
2
9

おわ
りに


現

在
の

私
た

ち
が

直
面

し
て

い
る

＜
感

染
症

と
い

う
経

験
＞

に

立
っ

て
み

る
と

、
サ

ブ
サ

ハ
ラ

・
ア

フ
リ

カ
に

お
い

て
現

地
住

民
は

マ
ラ

リ
ア

と
い

う
感

染
症

と
の

間
に

、
如

何
な

る
関

係
性

を
保

っ
て

き
た

の
か

と
い

う
こ

と
を

、
新

た
な

視
野

の
中

で
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。


「
マ

ラ
リ

ア
根

絶
計

画
」
が

、
サ

ブ
サ

ハ
ラ

・
ア

フ
リ

カ
で

は
実

施
に

至
ら

な
か

っ
た

と
い

う
事

態
を

、
単

な
る

失
敗

の
事

例
と

し
て

捉
え

る
の

で
は

な
く
、

人
類

と
感

染
症

の
「
共

生
」
を

示
す

一
つ

の
事

例

と
し

て
捉

え
直

す
な

ら
ば

、
そ

こ
か

ら
多

く
の

教
訓

を
得

る
こ

と
が

可
能

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。

2
0
2
0
/1

2
/1

9
3
0
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